


 

 

          伊 豆 市 教 育 大 綱              資料１－１ 

 

１ 知・徳・体のバランスの取れた子どもの育成 

 

 

重 点 目 標 事 業 の 方 向 性 個 別 事 業 

（１）知 主体的に学ぶ意欲の向上と、確か

な学力の定着やコミュニケーショ

ン能力の育成を図る。 

 

教育振興基本計画（国策定）に基づき、教育

を取り巻く社会の動向や将来を見据えた視

点を持ち、自立した人間として、主体的に判

断し、多様な価値観に基づき新たな価値を創

造する人材の育成を目指す。また、伊豆市学

校教育指針として、確かな学力の定着、豊か

な心を育てる教育を推進し、心も体も健康に

過ごすことのできる環境づくりを重点に事

業に取り組む。 

・学習指導要領の着実な実施 

・外国語を介したグローバル教育の実践 

・ＩＣＴを活用した学びの多様化やプログラ

ミング教育等による論理的な考え方の育

成 

・こども園・保育園・小学校・中学校・義務

教育学校・高校の連携教育の充実 

・自己実現と社会貢献教育、福祉教育の推進 

・家庭における読書・学習習慣の育成 

・地域（コミュニティスクール等）との連携

や生きる力を育む実学教育の推進 

・発達段階に応じた各種体力づくりの推進 

・保護者と連携した基本的生活習慣の育成 

（２）徳 より良い人間関係を構築するとと

もに、豊かな心を育てる教育を推進

する。 

 

（３）体 命を守るための健康でたくましい

心と体の育成を図る。 

 

 



 

２ 愛郷心を育む教育の推進と教育環境の整備                             資料１－２ 

 

 

重 点 目 標 事 業 の 方 向 性 個 別 事 業 

（１）青少年健全育成の指針である「伊豆っ

子宣言」を基に、地域、家庭、学校が

一丸となって伊豆っ子に寄り添い、ふ

るさとへの誇りと愛郷心の醸成を図

る。 

 

 

「伊豆っ子宣言」の理念に基づき、地域、家

庭、学校が連携して「ふるさと伊豆」への誇

りや愛郷心を醸成する教育を充実し、新中学

校を中心に、各学校間の連携教育に取り組

む。また、子どもたちが安全に、安心して過

ごせる「居場所」づくりを学校や地域と連携

して推進する。 

・「伊豆っ子宣言」の多面的な活用と伊豆っ

子サポーター事業の推進 

・ふるさと学級の充実 

・学校と連携し、保護者に対する家庭教育支

援員等を活用した学習機会や相談等の充

実 

・修善寺・中伊豆・天城地区新中学校の教育

環境の充実 

・新中学校と土肥小中一貫校、各小学校との

リモート授業等による連携教育の充実 

・中学校の部活動の充実として、外部コーチ

の活用や外部団体との連携の推進 

・通学環境整備の推進 

・放課後児童クラブやバス待ち等の児童・生

徒の放課後の居場所づくりの充実 

・老朽化した学校施設の長寿命化対策の推進

（計画的な改修） 

（２）新中学校を中心とした連携教育を推進

する。 

 

（３）子どもが安心して過ごせる学校と家庭

をつなぐ環境づくり。 

 

 



 

３ 地域社会を創る喜びと自分を高める学びの推進                          資料１－３ 

 

 

重 点 目 標 事 業 の 方 向 性 個 別 事 業 

（１）伊豆市が誇る文化・芸術資源を活用し、

感性豊かな心を育む。 

 

 

市民一人ひとりがいきいきと充実した生活

を送ることによって、豊かで安心した社会を

実現するために、生涯にわたって学び続ける

環境づくりを推進し、地域資源や地域人材の

活用や育成を支援する。また、全ての市民が

自分らしく活躍できる支援や地域における

コミュニティー活動を推進する。 

・伝統、市民文化、芸術活動の推進及び本物

の芸術や文化に触れる機会の拡充 

・資料館と連携した地域を学ぶ場の創出 

・自己を高めるための読書活動の推進と図書

館事業を通じて子育て支援事業への連携 

・地域が持つ人材育成能力の向上と地域コミ

ュニティーの活性化の推進 

・東京 2020 大会を契機に生涯スポーツへ

の意識啓発、差別や偏見のない多様性を認

め合う共生社会の実現に向けた教育の推

進 

・地域貢献のためのリーダー育成（人材育成） 

・地域における特色ある生涯学習の推進 

 

（２）共生社会の実現と地域コミュニティー

推進を図る。 

 

（３）地域の魅力を知り、実学に触れ、いき

いきと暮らす市民を育む。 

 

 

 

 


